
農林水産業と
生物多様性のかかわり

　経済発展や技術開発により、人間の生活は物質的に豊かで便利
になる反面、生物多様性の減少は前例のない速さで進行しており、
人類が豊かに生存し続けるための基盤となる地球環境は、限界に
達しつつあります。

　一方、我が国の農林水産業は、農山漁村人口の著しい高齢化・
減少等による農林水産業の担い手不足と、これに伴う農地面積の
減少という事態に直面しています。

　農林水産業は地球と人をつなぎ、人間の生存に必要な食料や
生活資材などを供給する必要不可欠な活動です。人間による農林
水産業の営みは、人々にとって身近な自然環境を形成し、多様な
生物種の生育・生息に重要な役割を果たしています。また農林水
産業は、気候の安定、水の浄化、受粉、天敵、土壌形成、光合成
や栄養循環など、生物多様性から得られる様々な生態系サービス
に支えられています。

　農林水産業と生物多様性のつながりは、農山漁村の文化や景観
をかたちづくり、農山漁村に活力を与え、地域経済の発展や健康
的でゆとりある豊かな生活の基盤となっています。

　農林水産業の担い手は、生業を通じて、農林水産物を生産するだけでなく、生物多様性を保全・再生し、様々な
生態系サービスを産み出す重要な役割を果たしています。

　我が国の農山漁村における豊かな生物多様性を守り、その恵みを将来にわたって持続的に活かしていくためには、
農山漁村とその担い手の役割を支えるとともに、消費者の理解と行動変容の促進等を通じて、環境創造型の農林
水産業の実現を促進していくことが重要です。

　この事例集では、「生物多様性を始めとした環境への配慮により、販路や資金調達につなげている」、「生産の
現場と消費者とをつなげ理解を育んでいる」、「生産物や地域のブランド力を高めている」など、農林水産分野の
生産現場に加え、流通・消費段階、そして様々な担い手が協力して取り組む生物多様性に関わる先行的な事例を
紹介しています。

　この事例集が、「いま、私たちにできること」の発見や実践のヒントとなることを願っています。

ミツバチ等の花粉媒介者をすべて失うと、世界の主要作
物（107品目）のうち85%の生産量に影響が予想される。

人間が直接消費し、世界市場で取引されている
世界の主要作物の動物媒介受粉への依存度

すべての花粉媒介者を喪失した場合の作物生産量の減少幅の推計値

出典 ： IPBES 2016「花粉媒介者、花粉媒介及び食料生産に関するア
セスメントレポート」をもとに和訳

注）人間が直接食用とする果実または種子を生産する作物（107品目）
が対象であり、自家受粉や栄養生殖をする作物等は含まれない。

IPBESは、世界中の研究成果を基に政策提言を行う政府間組織。
正式名は「生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学-政策
プラットフォーム（Intergovernmental science-policy Platform 
on Biodiversity and Ecosystem Services）。
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